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六
月
二
十
日
（
水
）
午
前
十
時
よ
り
柳
田
開
発
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て

第
九
回
通
常
総
代
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
に
先
立
ち
表
彰
授
与
式
が
行
わ
れ
、
次
の
方
々
が
表
彰
を
受
け

ら
れ
ま
し
た
。

◇
感
謝
状
授
与
（
県
森
林
組
合
連
合
会
長
表
彰
）

　

宮
川
次
義
（
輪
島
市
滝
又
町
）、
下　

孫
一
（
輪
島
市
小
池
町
）

　

久
保
寶
二
（
輪
島
市
町
野
町
）

　

ま
た
、
来
賓
を
代
表
し
、
奥
能
登
農
林
総
合
事
務
所
・
稲
葉
所
長
、

森
林
研
究
整
備
機
構
金
沢
水
源
林
事
務
所
・
安
倍
所
長
、
県
森
林
組
合

連
合
会
・
森
本
専
務
よ
り
ご
祝
辞
を
頂
き
、
議
長
に
能
登
町
字
時
長
の

花
畑
壽
一
さ
ん
が
選
出
さ
れ
、
提
案
さ
れ
た
議
案
す
べ
て
原
案
通
り
可

決
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

可
決
承
認
さ
れ
た
議
案
は
次
の
通
り
で
す
。

第
一
号
議
案
　�

平
成
二
十
九
年
度
事
業
報
告
、
貸
借
対
照
表
、
損
益
計

算
書
、損
失
処
理
案
、注
記
表
及
び
附
属
明
細
書
に
つ
い
て

第
二
号
議
案
　�

平
成
三
十
年
度
事
業
計
画
設
定
に
つ
い
て

第
三
号
議
案
　�

平
成
三
十
年
度
役
員
報
酬
の
決
定
に
つ
い
て

第
四
号
議
案
　�

平
成
三
十
年
度
貸
付
金
の
最
高
限
度
並
び
に
貸
付
金
利

率
の
決
定
に
つ
い
て

第
五
号
議
案
　�

平
成
三
十
年
度
借
入
金
の
最
高
限
度
の
決
定
に
つ
い
て

第
六
号
議
案
　�

平
成
三
十
年
度
余
裕
金
預
入
先
金
融
機
関
の
決
定
に
つ

い
て

第
七
号
議
案
　�

第
二
次
中
期
経
営
計
画
に
つ
い
て

附
帯
決
議

◎	

貸
借
対
照
表
、
損
益
計
算
書
の
財
務
諸
表
は
能

登
森
林
組
合
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

ご
ざ
い
ま
す
。

平
成
三
十
年
度
通
常
総
代
会
開
催
さ
れ
る

　

組
合
員
の
皆
様
に
は
平
素
よ
り
組
合
事
業
運
営
に
つ
き
ま
し

て
、
格
段
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。
林
業
・

木
材
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、木
材
価
格
が
依
然
と
し
て
低
迷
し
、

大
変
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
、
平
成

二
十
九
年
度
の
事
業
展
開
を
鋭
意
努
力
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

十
七
年
ぶ
り
と
い
う
豪
雪
に
よ
り
作
業
工
程
に
支
障
を
き
た
し
、

事
業
損
失
を
計
上
す
る
に
至
り
ま
し
た
。
誠
に
申
し
訳
な
く
、
今

後
は
、
気
象
状
況
の
変
化
に
対
応
し
た
施
業
の
実
施
を
徹
底
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

さ
て
、平
成
三
十
一
年
度
税
制
改
正
に
お
い
て
森
林
環
境
税（
仮

称
）及
び
森
林
環
境
譲
与
税（
仮
称
）を
創
設
す
る
と
明
記
さ
れ
、森

林
環
境
譲
与
税
に
つ
い
て
は
、
平
成
三
十
一
年
度
よ
り
市
町
及
び

県
に
譲
与
さ
れ
、
広
く
国
民
全
体
が
恩
恵
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
適

切
に
森
林
を
整
備
す
る
た
め
、
森
林
の
管
理
・
経
営
を
意
欲
と
能

力
あ
る
持
続
可
能
な
林
業
経
営
者
へ
集
積
・
集
約
化
す
る
『
新
た

な
森
林
管
理
シ
ス
テ
ム
』が
法
制
化
さ
れ
ま
す
。能
登
森
林
組
合
で

は
、
そ
の
こ
と
に
対
応
す
べ
く
、
組
合
員
は
も
と
よ
り
社
会
に
信

頼
さ
れ
る
開
か
れ
た
組
織
・
事
業
体
制
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
「
皆
伐
・
再
造
林
」
に
つ

い
て
は
県
内
４
森
林
組
合
と
県
森
連
が
連
携
し
、
現
地
検
討
会
等

の
実
証
施
業
の
結
果
を
踏
ま
え
、
よ
り
効
率
的
な
施
業
シ
ス
テ
ム

を
構
築
し
低
コ
ス
ト
化
と
木
材
生
産
性
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　

林
家
の
林
業
所
得
向
上
の
実
現
に
向
け
、
組
合
の
組
織
・
事
業

両
面
に
わ
た
る
改
革
を
推
し
進
め
る
と
と
も
に
、
安
全
、
安
心
、

信
頼
を
第
一
と
し
た
組
合
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
組

合
員
各
位
の
ご
協
力
と
関
係
機
関
の
更
な
る
ご
指
導
ご
支
援
を
お

願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。 組

合
長
挨
拶

能
登
森
林
組
合
　
　

代
表
理
事
組
合
長
　 

坂
本
　
　
明
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第
１
区
（
穴
水
１
）
11
名

　

三
輪
栄
嗣　
　

堂
前
勇
次
郎

　

泉　

建
夫　
　

岩
田
正
樹　

　

中
出
水　

剛　

今
町
貞
夫　

　

堂
ケ
口
光
夫　

浦
口
謙
一　

　

森
田
二
三
男　

嶽　

寛
士　

　

近
藤
文
隆

第
２
区
（
穴
水
２
）
10
名

　

葭
原
義
照　
　

布
施
順
子　

　

東　
　

潮　
　

清
滝　

龍　

　

上
口
成
勝　
　

木
下
富
男　

　

湯
口
太
保　
　

小
深
田
隆
造

　

中
橋
龍
三　
　

白
坂
政
治

第
３
区
（
穴
水
３
）
15
名

　

高
宮
佐
和
夫　

勝
本
秀
雄　

　

山
辺
正
道　
　

松
本　

弥　

　

池
野
弘
作　
　

大
沢
利
雄　

　

万
年
正
司　
　

大
西
良
永　

　

室
谷
正
光　
　

三
井
邦
彦　

　

中
田
芳
夫　
　

竹
中
健
次　

　

松
下
幸
治　
　

大
坊
俊
治　

　

濱
出
邦
彦

第
４
区
（
門
前
１
）
19
名

　

髙　

一
郎　
　

山
崎　

強　

　

山
本
秀
夫　
　

森
本　

巌　

　

宮
本
慧
晨　
　

宮
下
正
賢　

　

神
村　

晃　
　

北
野
嗣
朗　

　

宮
本
正
樹　
　

盤
若　

尚　

　

坊　

藤
吉　
　

上
岡
克
彦　

　

井
上　

治　
　

髙
嶋
幸
雄　

　

梅
村
昭
十
郎　

大
泉　

豊　

　

谷
口
源
太
郎　

山
本
清
道　

　

堀　
　

寛

第
５
区
（
門
前
２
）
17
名

　

横
田
直
之　
　

山
形
信
一　

　

浦
島
正
一　
　

若
松
勝
治　

　

六
田
明
憲　
　

松
田
清
治　

　

横
山
正
一　
　

山
下　

覺　

　

岡
本
和
良　
　

判
田
良
樹　

　

中
村　

博　
　

髙
橋
久
和　

　

竹
森
藤
男　
　

中
野
武
一　

　

今
村
芳
樹　
　

井
川
忠
男　

　

松
本
太
郎
三
郎

第
６
区
（
柳
田
１
）
16
名

　

青
木
登
美
男　

谷
内
久
悦　

　

五
田
秀
綱　
　

大
塚　

博　

　

近
田
幸
雄　
　

棚
田
昭
男　

　

垣
内
喜
代
志　

川
崎
時
夫　

　

池
田
光
正　
　

鳴
瀬
善
男　

　

石
田
源
志
郎　

高
市
範
幸　

　

池
田
和
盛　
　

佐
野
禎
宣　

　

玉
木
彰
夫　
　

福
池
正
人

第
７
区
（
柳
田
２
）
20
名

　

内
平
俊
春　
　

二
又
淳
行　

　

廣
橋
義
男　
　

有
手
義
一　

　

古
谷
利
夫　
　

畑
中
栄
淳　

　

佐
野
繁
政　
　

与
野
井
久
雄

　

坂
尻
正
典　
　

井
田
満
雄　

　

広
瀬
数
夫　
　

高
村
秀
雄　

　

大
谷
内
良
一　

倉　

久
平　

　

山
根
義
昭　
　

裏　

隆
司　

　

道
下
良
一　
　

福
池
和
廣　

　

上
野
満
雄　
　

境
谷
紀
子

第
８
区
（
能
都
１
）
11
名

　

宮
下
重
秋　
　

田
中
利
夫　

　

山
下
白
徳　
　

水　

勝
男　

　

小
路
武
雄　
　

小
城
幸
隆　

　

平
谷
幸
作　
　

乙
川
政
信　

　

中
間
一
吉　
　

濱
野
栄
樹　

　

田
﨑
進
一

第
９
区
（
能
都
２
）
11
名

　

市
尾
文
男　
　

廣
田
良
祐　

　

東　

靖
夫　
　

大
平
幸
隆　

　

山
岸
長
平　
　

猪
子
外
男　

　

藤
原
恵
造　
　

町
中　

衛　

　

木
下
喜
治　
　

上
野
長
次
郎

　

中
田　

亨

第
10
区
（
能
都
３
）
14
名

　

蔦　
　

茂　
　

山
下
国
昭　

　

井
上　

茂　
　

中
口
博
幸　

　

辻
野
貞
英　
　

向
井
豊
一　

　

福
塚
政
夫　
　

新
田　

豊　

　

舩
山　

茂　
　

平　

茂
夫　

　

松
木
松
雄　
　

多
田
喜
一
郎

　

徳
田
忠
広　
　

坂
本
昭
勝

第
11
区
（
内　

浦
）
18
名

　

石
橋
敏
郎　
　

小
原
良
勀　

　

表　

与
一　
　

谷　

良
治　

　

川
端
義
雄　
　

山
岸
徳
治　

　

浜
崎
清
二　
　

奥
成
正
氣　

　

小
路
政
敏　
　

棚
田
洋
一　

　

菊
田
俊
夫　
　

畠
中
敏
直　

　

向
井
義
恩　
　

花
森
辰
男　

　

花
畑
壽
一　
　

名
竹
英
治　

　

吉
村
安
弘　
　

大
場　

守

第
12
区
（
輪
島
１
）
17
名

　

吉
田
順
治　
　

大
根　

忠　

　

新
谷
長
生　
　

坂
下　

悟　

　

表　

助
栄　
　

橋
本
豊
次　

　

山
﨑
隆
彦　
　

中
浦
彦
一　

　

道
端
し
づ
え　

山
下
竹
正　

　

正
武
田
睦
彦　

浅
窪
興
三　

　

皆
森　

斎　
　

堂
畑
義
秋　

　

高
林
良
明　
　

柿
木　

実　

　

細
川
正
雄

第
13
区
（
輪
島
２
）
9
名

　

新
出　

勝　
　

上
野
吉
夫　

　

東　

幸
男　
　

池
端　

晃　

　

安　

津
久
人　

上　
　

清　

　

北
間
勝
弘　
　

荒
田
正
人　

　

隅　

一
夫

第
14
区
（
輪
島
３
）
11
名

　

天
野
利
昭　
　

九
内
英
夫　

　

中　

幸
雄　
　

谷
内
公
司
郎

　

森
金　

穰　
　

山
本
一
雄　

　

柳　

幸
男　
　

河
原
源
作　

　

山
下　

悟　
　

波
座
行
一　

　

尾
形
成
雄

第
15
区
（
輪
島
４
）
13
名

　

高　

幸
夫　
　

上
野
正
剛　

　

榎
木　

茂　
　

高
森　

茂　

　

北
川
義
雄　
　

坂
下
達
夫　

　

隅　

信
幸　
　

多
賀　

務　

　

中
崎
克
彦　
　

坂
本
憲
秋　

　

古
原
昭
治　
　

万
砂　

覚　

　

坂
本
正
一

第
16
区
（
輪
島
５
）
10
名

　

河
原
孝
一　
　

椿
原
伸
一　

　

岩
崎
二
千
雄　

平
田
正
得　

　

東　

市
太
郎　

今
寺
研
治　

　

中
島
伸
一　
　

橋
爪
政
春　

　

河
本
義
雄　
　

日
裏
利
久

第
17
区
（
輪
島
６
）
18
名

　

堂
腰
恭
志　
　

岡
崎　

宏　

　

坂
口　

茂　
　

松
本　

正　

　

一
二
三
隆
泉　

南　

栄
策　

　

昇
作　

隆　
　

高
出
修
次　

　

井
池
光
信　
　

宮
本
千
津
子

　

中
谷
内
信
春　

實
法　

進　

　

宇
羅
恒
雄　
　

梅
下
利
雄　

　

徃
友
惣
二
郎　

森
山　

博　

　

髙
野　

皓　
　

鳥
毛
宗
孝

第
18
区
（
珠
洲
１
）
14
名

　

細
田
佐
兵
衛　

是
久　

勉　

　

木
下
俊
治　
　

柳
瀬
俊
男　

　

佐
野
周
一　
　

佐
小
田
淳
一

　

中
新
地
正
博　

小
林
信
忠　

　

石
尾
司
郎　
　

谷
口
久
夫　

　

地
原
幹
夫　
　

濱
田
惠
二　

　

前
田　

實　
　

鹿
野
一
弥

第
19
区
（
珠
洲
２
）
14
名

　

河
原　

勝　
　

風
巻
壽
男　

　

畑
仲
政
男　
　

櫻
井
清
一
郎

　

大
浜
博
文　
　

刀
禰
宏
三
郎

　

下
谷
孝
一　
　
團
子
石
安
喜
雄

　

村
元
優
文　
　

前　

正
吉　

　

兵
吾
万
吉　
　

坂
本
充
夫　

　

皆
口
和
寛　
　

上
野
武
守

第
20
区
（
珠
洲
３
）
14
名

　

岸
田
與
八　
　

羽
田
登
喜
雄

　

為
川　

昇　
　

井
林
孝
夫　

　

木
下
満
晴　
　

政
頼
新
次
郎

　

山
元
喜
久
男　

山
口
茂
樹　

　

莚
田
彰
治　
　

田
中　

實　

　

小
髙
井
弘
一　

兼
政
紀
夫　

　

下
祢
鐵
郎　
　

向　

雄
二
郎

第
21
区
（
珠
洲
４
）
18
名

　

神
田
淳
一　
　

北
濱
百
千
男

　

南　

晴
夫　
　

浜
野
重
吉　

　

宮
本
秀
男　
　

坂
谷　

茂　

　

中　

賢
一　
　

柚　

利
男　

　

小
坂
一
平　
　

柳
矢
健
清　

　

尾
倉
泰
雄　
　

端
根　

毅　

　

堂
ケ
平　

智　

山
岸
順
一　

　

頼
光
孝
一　
　

榎
木
松
夫　

　

丹
保
俊
彦　
　

友
貞
政
雄

　

平
成
三
十
年
六
月
二
十
一
日
に
総
代
選
挙
が
執
行
さ
れ
、
新
た
な
総
代
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
候
補
者
の
受
付
は
六
月
八
日
か
ら
六
月

十
五
日
ま
で
実
施
し
、全
選
挙
区
に
お
い
て
定
数
と
候
補
者
が
同
数
で
あ
っ
た
た
め
、投
票
を
行
わ
ず
三
〇
〇
名
の
当
選
が
確
定
し
ま
し
た
。

（
任
期
：
平
成
三
十
年
七
月
一
日
よ
り
三
年
間
）

　
新
た
に
就
任
さ
れ
た
総
代
の
方
々
は
次
の
通
り
で
す
。

【
順
不
同
】
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組
合
員
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
石
川
県
の
森
林
・

林
業
・
木
材
産
業
の
振
興
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
年
、
五
月
二
十
五
日
、
新
た
な
法
律
で
あ
る
「
森

林
経
営
管
理
法
」が
国
会
で
可
決
さ
れ
成
立
し
ま
し
た
。

来
年
四
月
一
日
に
施
行
さ
れ
「
新
た
な
森
林
管
理
シ
ス

テ
ム
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。（
通
称
：
森
林
バ
ン
ク

制
度
）

　

現
在
、
私
た
ち
の
周
り
の
森
林
は
、
戦
後
か
ら
高
度

経
済
成
長
期
に
植
栽
さ
れ
た
ス
ギ
や
ア
テ
な
ど
の
人
工

林
が
大
き
く
育
ち
、
木
材
と
し
て
利
用
可
能
な
時
期
を

迎
え
て
い
ま
す
。
一
方
、
管
内
の
森
林
の
所
有
は
小
規

模
・
分
散
的
で
、
長
期
的
な
林
業
の
低
迷
や
森
林
所
有

者
の
世
代
交
代
等
に
よ
り
森
林
へ
の
関
心
が
薄
れ
、
適

切
な
管
理
が
行
わ
れ
な
い
と
い
う
事
態
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
こ
と
は
、
災
害
防
止
や
地
球
温
暖
化
防
止
な

ど
森
林
の
公
益
的
機
能
の
維
持
増
進
に
も
支
障
が
生
じ

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

森
林
を
適
正
に
管
理
す
る
こ
と
と
は
、「
木
を
伐
っ

て（
き
っ
て
）、
使
っ
て
、
植
え
る
」
と
い
っ
た
循
環
的

な
利
用
が
重
要
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
法
律
は
、
こ
れ
ま
で
の
森
林
整
備
に
加
え
、
所

有
者
が
不
在
で
あ
っ
た
り
境
界
が
不
明
瞭
で
あ
る
な
ど

で
整
備
が
で
き
な
く
な
っ
た
森
林
を
、
市
町
が
森
林
所

有
者
か
ら
意
見
を
聞
き
、
預
か
り
、
意
欲
と
能
力
の
あ

る
林
業
経
営
者
と
共
に
、
林
業
の
成
長
産
業
化
と
森
林

の
適
切
な
管
理
の
両
立
を
図
る
目
的
で
制
定
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

　

森
林
経
営
管
理
法
（
新
た
な
森
林
管
理
シ
ス
テ
ム
）

の
概
要
は
、

①
適
切
な
経
営
管
理
が
行
わ
れ
て
い
な
い
森
林
が
あ
る

こ
と
を
踏
ま
え
、
森
林
所
有
者
に
適
切
な
経
営
管
理
を

行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
責
務
が
あ
る
こ
と
を
明
確
化

し
た
上
で
、

②
森
林
所
有
者
自
ら
が
森
林
の
経
営
管
理
を
実
行
で
き

な
い
場
合
に
は
、
森
林
所
有
者
の
委
託
を
受
け
て
伐
採

等
を
実
施
す
る
た
め
の
権
利
（
経
営
管
理
権
）
を
市
町

に
設
定
し
、

③
そ
の
上
で
市
町
は
、
林
業
経
営
に
適
し
た
森
林
を
意

欲
と
能
力
の
あ
る
林
業
経
営
者
に
再
委
託
し
、
伐
採
等

を
実
施
す
る
た
め
の
権
利
（
経
営
管
理
実
施
権
）
を
設

定
す
る

④
林
業
経
営
に
適
さ
な
い
森
林
や
意
欲
と
能
力
の
あ
る

林
業
経
営
者
に
委
ね
る
ま
で
の
森
林
に
お
い
て
は
、
市

町
自
ら
が
経
営
管
理
を
行
う
も
の
で
す
。
併
せ
て
、
所

有
者
が
不
明
で
手
入
れ
不
足
と
な
っ
て
い
る
森
林
の
場

合
に
も
市
町
に
経
営
管
理
権
を
設
定
し
、
経
営
管
理
を

確
保
す
る
た
め
の
特
例
を
措
置
し
て
い
ま
す
。　

　

な
お
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
の
創
設
を
踏
ま
え
、
市
町
が

実
施
す
る
森
林
整
備
等
に
必
要
な
財
源
に
充
て
る
た

め
、森
林
環
境
税
（
仮
称
）
が
創
設
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

県
で
は
、
こ
の
制
度
の
県
内
に
お
け
る
円
滑
な
運
用

を
図
る
た
め
、市
町
の
置
か
れ
た
状
況
に
配
慮
し
つ
つ
、

必
要
な
支
援
策
等
の
検
討
を
現
在
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

組
合
員
の
皆
様
方
に
も
、
こ
の
制
度
に
対
す
る
様
々

な
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
こ
と
が
有
り
ま
す
の
で
、
そ

の
時
に
は
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

最
後
に
、
能
登
森
林
組
合
の
益
々
の
ご
繁
栄
と
、
組

合
員
の
皆
様
方
の
ご
健
勝
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

森
林
経
営
管
理
制
度
（
新
た
な
森
林
管
理
シ
ス
テ
ム
導
入
）
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
石
川
県
奥
能
登
農
林
総
合
事
務
所
　
森
林
部
長
　

　
大
　
林
　
昌
　
昭
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平成30年2月19日から23日にわ
たって実施した、平成29年度林業地
区座談会には管内10地区189名の方
に参加いただきました。

その中で奥能登農林森林部が実施
した『主伐・再造林に関するアンケー
ト』結果の概要について、次のとおり
ご報告させていただきます。

◇まとめ この様な調査結果を踏まえ、組合
の取り組むべき役割として今後も引き
続き地区座談会や地区説明会等を開
催し、間伐や主伐（再造林）への理
解と推進を図り、組合の森林施業プ
ランナーが中心となって、先ずは境
界の明確化を実施し集約化による生
産コストの検討並びに、将来に渡っ
ての境界管理等を含む（長期委託管
理）提案をさせて頂くことで、「新
たな森林管理システム」により “森
林所有者への経営管理の責務” が法
令により明確化された事に対処すべく、
サポート的役割を関係機関の指導支援
と組合員皆様のご理解とご協力により、
積極的に取組みたいと思います。

設問１　所有している全ての森林の合
計面積について
　①知っている	 53.8%
　②分からない	 43.4%
　③所有しているか知らない	 2.8%

設問２　所有している森林の境界は
知ってるか
　①すべて把握している	 34.8%
　②一部把握している。	 25.8%
　③大まかに知っている	 34.2%
　④知らない	 4.5%
　⑤その他	 0.6%

設問３　森林を管理する後継者はいま
すか
　①子が後継者	 13.5%
　②決まっている	 28.4%
　③決まっていない	 34.2%
　④後継者はいない	 23.9%

設問４　伐採予定について
　①ある	 42.4%
　②ない	 57.6%

設問５　伐採は誰がするのか
　①自伐	 15.8%
　②森林組合	 64.4%
　③業者	 14.9%
　④その他	 5.0%

設問６　再造林はどうするか
　①自分で	 13.8%
　②委託する	 50.0%
　③再造林せず	 30.9%
　④その他	 5.3%

設問７　再造林の樹種は（複数回答）
　①スギ	 25.6%
　②ヒノキ	 21.6%
　③アテ	 32.8%
　④カラマツ	 0.8%
　⑤広葉樹	 12.8%
　⑥その他	 6.4%

設問８　伐採しない理由（複数回答）
　①収入がわからない	 12.7%
　②収入が少ないから	 32.9%
　③森林が分からない	 4.0%
　④売買・寄付	 1.2%
　⑤管理が煩わしい	 14.5%
　⑥進め方が分からない	 12.7%
　⑦財産	 17.9%
　⑧その他	 4.0%

設問９　森林組合に行ってほしいこと
（複数回答）
　①買取	 12.6%
　②境界作業	 30.2%
　③伐採等の相談	 23.9%
　④保育管理	 20.1%
　⑤後継者との契約	 10.7%
　⑥その他	 2.5%

設問10　50万円/haの収入で伐採し
ますか
　①はい	 48.5%
　②いいえ	 51.5%

設問11　100万円/haの収入で伐採
しますか
　①はい	 46.6%
　②いいえ	 53.4%

設問12　年齢構成
　①40歳代（30歳代含む）	 1.3%
　②50歳代	 3.3%
　③60歳代	 29.3%
　④70歳以上	 66.0%

主伐・再造林に関するアンケート結果の概要について

○アンケートに協力頂いた方のほ
とんどが60歳以上（60才以上
29%・70才以上66%）でした
が、所有林の境界をすべて把握
している方は34%で、所有林の
管理後継者が決まっていると回
答された方は28%となった結果
から見えてくる事は、主伐（再
造林）や間伐・育林管理につい
ての意向調査は、まずは所有林
全ての境界が明確に把握できて
いて、それを継承できる後継者
が決まっているか否かで、調査
結果の割合が大きく変動すると
推測されます。

自由記載内容
・皆伐・再造林(初期保育）以降の森林所有者の経費（除伐・枝打ちの自己負

担分）も示してほしい。
・少ない収入は先祖に申し訳ない（設問11で「①はい」と答えても）
・100万円では不足　　・金額だけでは判断できない　　・材価が安い
・再造林の適地適木を示してほしい。
・生産コストが高い　　・路網の整備が必要
・伐採・再造林方法や経費等を森林組合に相談に乗ってもらいたい。

《主伐・再造林に関するアンケート結果》
奥能登農林総合事務所管内　※無回答部分を集計から外しています
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能
登
町
に
は
約
二
八
〇
〇
ha
の
松
林
が
あ

り
、
人
家
や
農
地
等
の
防
風
及
び
潮
害
防
備

の
機
能
や
林
産
物
の
収
穫
の
ほ
か
、
能
登
の

里
山
里
海
に
は
景
観
上
欠
く
こ
と
が
で
き
な

い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
能
登
支
所
管
内

で
は
、
松
林
保
護
の
た
め
ヘ
リ
に
よ
る
薬
剤

散
布
や
地
上
か
ら
の
散
布
、
松
く
い
虫
の
被

害
に
あ
っ
た
松
を
伐
採
し
薬
剤
を
入
れ
て
虫

を
燻
蒸
す
る
伐
倒
駆
除
、
松
く
い
虫
か
ら
松

を
守
る
た
め
、
樹
幹
へ
薬
剤
を
注
入
す
る
防

除
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
す
べ
て
の
松
林
を
保
護
す
る
ま
で
に
は
ほ
ど
遠
く
、
能
登
町
で
は

毎
年
三
〇
〇
～
五
〇
〇
㎥
も
の
松
が
松
く
い
虫
の
被
害
で
枯
れ
て
い
ま
す
。
特

に
今
年
は
高
温
少
雨
だ
っ
た
た
め
、
虫
の
活
動
が
活
発
に
な
り
被
害
の
拡
大
が

心
配
さ
れ
ま
す
。
景
観
が
悪
く
な
る
だ
け
で
は
な
く
、
道
路
や
人
家
へ
の
倒
木

も
危
険
で
す
。
毎
年
、
春
と
秋
に
は
伐
倒
駆

除
を
行
っ
て
お
り
被
害
の
拡
大
防
止
の
た
め

作
業
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
行
き
届
い
て

い
な
い
箇
所
が
多
く
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。

組
合
員
の
皆
様
か
ら
の
要
望
を
次
期
の
計
画

に
取
り
入
れ
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
相
談
し
て
頂

き
た
く
、
今
後
と
も
ご
協
力
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
致
し
ま
す
。

�

能
登
支
所　

石
川　

裕
弥

　

輪
島
市
三
井
町
地
内
に
お
い
て
建
設
中
の
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
が
本
年

十
一
月
よ
り
本
格
稼
働
と
な
り
ま
す
。
輪
島
支
所
の
木
材
生
産
量
は
昨
年
実
績

で
一
三
〇
〇
〇
㎥
、
そ
の
内
の
十
七
％
に
あ
た
る
二
二
〇
〇
㎥
を
バ
イ
オ
マ
ス

用
と
し
て
出
材
し
ま
し
た
。
従
来
ま
で
、
曲
り
等
の
変
形
材
や
大
節
の
あ
る
低

質
材
は
建
築
用
材
と
し
て
の
価
値
が
無
く
不
良
木
と
し
て
林
内
に
放
置
す
る
か

製
紙
用
チ
ッ
プ
材
と
し
て
出
材
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
出
材
現

場
の
地
理
的
条
件
等
に
よ
り
製
紙
用
チ
ッ
プ
材
の
販
売
価
格
と
出
材
経
費
と
の

バ
ラ
ン
ス
が
取
り
辛
く
、
搬
出
・
運
搬
コ
ス
ト
を
試
算
し
、
や
む
な
く
林
地
残

材
と
し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

　

こ
う
し
た
搬
出
価
値
の
低
か
っ
た
木
材
（
い
わ
ゆ
る
Ｃ
材
・
Ｄ
材
）
も
森
林

と
し
て
集
約
化
と
経
営
計
画
を
樹
立
し
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
原
材
料
と

す
る
事
で
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
に
お
い
て
は
協
定
単
価
を
設
定
し
て
頂
く

こ
と
に
な
り
生
産
性
バ
ラ
ン
ス
が
安
定
し
、
Ｃ
材
・
Ｄ
材
も
価
値
を
見
出
す
事

が
出
来
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

低
質
木
材
を
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
換
供
給
す
る
こ
と
に
よ
り
、
環
境
保
全

に
貢
献
す
る
と
共
に
、
林
地
残
材
が
減
る
こ
と
に
よ
っ
て
山
林
が
美
し
い
森
と

な
り
、
組
合
員
の
山
林
管
理
の
一
助
に
貢
献
で
き
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
直
近
の
課
題
で
も
あ
る
皆
伐
・
再
造
林
の
推
進
に
向
け
て
も
、
未
利

用
材
の
林
地
外
処
分
に
明
る
い
兆
し
と
な
っ
て
い
ま

す
。
現
在
も
バ
イ
オ
マ
ス
用
材
の
備
蓄
材
と
し
て
出

材
供
給
し
て
い
ま
す
が
、
さ
ら
に
拡
大
に
努
め
た
い

と
計
画
し
て
い
ま
す
。
組
合
員
の
皆
様
に
は
、
こ
の

他
に
も
森
林
整
備
や
山
に
関
す
る
相
談
や
お
悩
み
事

等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご
連
絡
下
さ
い
。

�

輪
島
支
所　

泉　
　

健
一

所
だ
よ
り

支

輪
島
支
所
林
地
残
材
の

有
効
利
用
に
よ
る
環
境
保
全

所
だ
よ
り

支

能
登
支
所

松
林
保
護
へ
の
取
り
組
み
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現
在
能
登
森
林
組
合
で
は
、
ド
ロ
ー
ン
（
無
人
航
空
機
）
の
活
用
に
よ
る
林

業
の
省
人
化
、
効
率
化
を
目
指
す
取
組
を
試
験
的
に
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

例
え
ば
従
来
の
森
林
調
査
で
は
林
内
に
直
接
入
り
人
力
作
業
に
よ
る
調
査
方

法
で
す
が
、
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
空
中
撮
影
を
行
え
ば
、
撮
影
デ
ー
タ
を
も
と
に

資
源
量
を
自
動
的
に
読
み
取
る
事
が
可
能
で
、
従
来
の
よ
う
に
林
内
に
入
っ
て

の
調
査
や
作
業
を
少
な
く
す
る
こ
と
で
、省
人
化
を
図
ろ
う
と
試
み
て
い
ま
す
。

　

ま
た
機
械
の
運
用
に
よ
っ
て
人
力
調
査
で
生
じ
る
誤
差
を
抑
制
し
、
さ
ら
に

人
力
調
査
で
は
ほ
ぼ
不
可
能
で
あ
っ
た
全
本
数
に
お
い
て
資
源
量
の
把
握
が
可

能
と
な
り
、
ど
こ
に
ど
れ
だ
け
多
く
の
資
源
が
あ
る
か
な
ど
、
今
後
の
間
伐
計

画
と
施
業
工
程
を
円
滑
に
進
め
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

間
伐
等
森
林
所
有
者
に
施
業
提
案
す
る
際
も
資
源
量
を
把
握
す
る
事
に
よ
り
正

確
な
見
積
を
提
示
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

自
分
の
山
の
資
源
量
が
ど
の
位
あ

り
、
ど
の
程
度
利
益
を
生
み
出
せ
る
の

か
を
知
り
た
い
方
々
の
為
に
少
し
で
も

力
に
な
れ
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
ド
ロ
ー
ン
導
入
は
試
験
段

階
で
す
が
、
今
後
林
業
分
野
で
大
い
に

活
用
で
き
る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
持
っ
て

い
る
の
で
ド
ロ
ー
ン
運
用
が
開
始
さ
れ

次
第
組
合
員
の
林
業
経
営
に
貢
献
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

�

本
所
事
業
課　

山
田　

峻
伊
智

　

こ
の
夏
、
珠
洲
市
り
ふ
れ
っ
し
ゅ
村
鉢
ヶ
崎
に

お
い
て
第
十
七
回
日
本
ス
カ
ウ
ト
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
十
八
年
以
来
、
二
回

目
の
開
催
に
な
り
ま
す
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
テ
ー
マ
と
し
て
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
、

カ
ル
チ
ャ
ー
、
サ
バ
イ
バ
ル
、
マ
リ
ン
が
あ
り
、

国
内
外
の
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
ら
約
一
万
三
〇
〇
〇

人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

珠
洲
支
所
で
は
、
必
要
な
資
材
と
し
て
薪

六
〇
〇
〇
束
の
ほ
か
様
々
な
木
工
資
材
を
納
め
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ト
ラ
ブ
ル
も
無
く
期
日

に
納
め
る
こ
と
が
で
き
、
関
係
者
の
皆
様
に
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
八
月
下
旬
に
は
緑
の
少
年
団
珠
洲
ブ
ロ
ッ
ク
交
流
会
が
開
催
さ
れ
、

イ
ベ
ン
ト
盛
り
だ
く
さ
ん
の
夏
と
な
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
本
題
の
事
業
に
つ
い
て
で
す
が
、
利
用
間
伐
も
竹
林
整
備
も
集
約
化

施
業
に
よ
る
効
率
化
が
一
番
大
事
な
事
業
展

開
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
を
念
頭

に
置
い
て
、
技
術
向
上
に
よ
る
作
業
シ
ス
テ

ム
の
確
立
、
そ
し
て
雇
用
の
確
保
と
安
定
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
森
林
所
有
者
の
負
託
に
応
え

ら
れ
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

�

珠
洲
支
所　

山
崎　

浩
伸

所
だ
よ
り

支

珠
洲
支
所

青
少
年
と
の
交
流
と
森
林
整
備

所
だ
よ
り

支

本
所（
穴
水
）
林
業
に
お
け
る
ド
ロ
ー
ン
の
活
用

（
ス
マ
ー
ト
林
業
の
取
り
組
み
）
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出
資
金
残
高
明
細
書
に
つ
い
て

　

能
登
森
林
組
合
で
は
、
出
資
証
券
の
交
付
は
致
し
ま
せ
ん
の
で
、
本
誌
同
封
の
出
資
金
残

高
明
細
書
で
出
資
金
額
を
確
認
し
て
下
さ
い
。

　

今
年
度
は
誠
に
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
出
資
配
当
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

名
義
変
更
等
の
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か
？

　

相
続
や
経
営
委
託
（
山
林
の
相
続
・
贈
与
で
は
な
い
が
経
営
管
理
を
父
か
ら
息
子
へ
引
き

継
い
だ
等
）
の
場
合
は
組
合
員
名
義
の
変
更
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

◇
相
続
の
場
合

相
続
加
入
手
続
き
と
な
り
、
組
合
員
で
あ
る
ご
家
族
が
死
亡
さ
れ
て
か
ら
一
○
ヶ
月
以
内

○
相
続
人
が
確
定
し
登
記
さ
れ
た
時
点

○
登
記
前
の
場
合
は
、
相
続
人
の
分
割
協
議
等
を
証
す
る
書
類
が
必
要
で
す
。

※�

一
○
ヶ
月
以
上
経
過
し
て
い
る
場
合
は
、
手
続
き
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
組
合

に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

宛
先
不
明
の
組
合
員
の
方
を
ご
存
じ
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

組
合
員
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
連
絡
先
住
所
へ
郵
送
し
て
も
複
数
回
に
わ
た
っ
て
宛
先

不
明
に
て
返
送
さ
れ
る
組
合
員
の
方
が
現
在
五
〇
〇
名
以
上
お
い
で
ま
す
。

　

今
後
集
落
等
へ
入
り
調
査
い
た
し
ま
す
の
で
、
親
戚
方
等
よ
り
情
報
を
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
に
存
じ
ま
す
。

※
森
林
組
合
法
で
は
長
期
間
に
わ
た
り
、
組
合
事
業
を
利
用
し
な
い
組
合
員
に
つ
い
て
は
法

定
脱
退
（
除
名
）
の
手
続
き
を
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
長
期
間
に
わ
た
り
行
方

が
わ
か
ら
な
い
方
等
に
関
し
ま
し
て
、
一
定
期
間
周
知
し
た
上
で
、
法
定
脱
退
の
手
続
き

を
と
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

各
種
手
続
き
は
本
所
、
各
支
所
で
随
時
受
付
し
ま
す
。

　

平
成
三
十
年
八
月
二
十
八
日
（
火
）
白
山
市
鶴
来
総
合
文
化
会
館
「
ク
レ

イ
ン
」
に
お
い
て
、
第
六
十
三
回
石
川
県
山
林
大
会
が
開
催
さ
れ
、
能
登
森

林
組
合
管
内
で
次
の
方
々
が
栄
え
あ
る
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。	（

敬
称
略
）

１
．
林
業
功
労
者

　

石
川
県
山
林
協
会
長
賞

　
　［
森
林
整
備
の
推
進
、
協
同
組
合
の
育
成
］

　
　

◇
山
本　

秀
夫
（
輪
島
市
門
前
町
東
大
町
）

　
　［
地
域
林
業
の
推
進
］

　
　

◇
綱
屋　

保
治
（
能
登
町
字
鴨
川
）

２
．
育
林
コ
ン
ク
ー
ル

　

石
川
県
知
事
賞

　
　［
ス
ギ
28
年
生
］

　
　

◇
古
坊　

勝
利
（
輪
島
市
西
院
内
町
）

　

第
六
十
三
回
　
石
川
県
山
林
大
会
被
表
彰
者


